
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裾野市公共施設の利活用に関する民間提案制度 

（公共施設利活用） 

 

公用車広告事業 
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令和６年１２月２３日 



裾野市公共施設の利活用に関する民間提案制度（公共施設利活用）の提案のうち、公用車

広告事業に係る交渉権者の選定にあたり、「裾野市公共施設の利活用に関する民間提案制度

に係る提案の二次審査実施要領」に基づく審査委員会は、申請者から提出された申請書類に

よる書類審査により審査を行った。 

 

1. 審査委員会委員 

委員   土屋 雅敬（戦略統括監兼戦略推進課長） 

委員   小林 義彦（財政課） 

委員   大塚 智美（情報発信課長） 

 

2. 審査経過 

日程 内容 

10月 8日 （火） 募集要項の公表 

10月 15日 （火） 提案前の対話受付開始 

10月 18日 （金） 提案前の対話開始 

11月 15日 （金） 提案書の受付 

11月 29日 （金） 申請受付終了（1団体が申請） 

12月 10日 （火） 一次審査（書面審査） 

12月 19日 （木） 二次審査（書面審査） 

 

3. 審査方法 

審査委員会では、下記の評価基準項目及び配点をあらかじめ定めた上で、一次審査

（書類審査）の意見書を受けて二次審査（書類審査）により審査委員会としての提案の

交渉権者の第 1順位者を選定した。 



4. 審査基準項目及び配点（公用車広告事業） 

Ⅰ．書類審査 

 

審査基準 
配点 

大分類 視点 

A 
基本的事項 

(8 点) 

1 市民サービスの向上に資するものか。 4 点 

2 個別説明書に定めた条件等を満たしているか。 4 点 

B 
経営状況 

(8 点) 

1 経営基盤が安定しているか。 4 点 

2 財務状況が健全であるか。 4 点 

C 

提案の独自性・ 

法令適合性 

(15＋4 点) 

1 

 

(1) 

(2) 

(3) 

公共施設マネジメントに寄与し、提案事業者独自のアイデ

ア・ノウハウが含まれているか。 
12 点 

広告の手法は適当か (4 点) 

広告デザインに関して期待ができるか。 (4 点) 

広告主の獲得方法は効果的か。 (4 点) 

2 

(1) 

(2) 

提案内容が、公平性・公益性等の観点から妥当なものか。 7 点 

広告主の選定方法は公平性を有しているか。 (3 点) 

広告以外の収入を見込んでいるか。 (4 点) 

D 

提案の実現性・ 

継続性 

(15 点) 

1 
事業開始までのスケジュールが、具体的かつ無理のないも

のか。 
5 点 

2 
事業計画及び収支計画が、実現可能性が高く妥当なもの

か。 
5 点 

3 事業のリスクマネジメントが適正になされているか。 5 点 

E 

地域経済への影

響 

(15 点) 

1 
地元企業や地場産品の活用など、地域産業の振興に資する

ものか。 
10 点 

2 新たな雇用の創出など、地域活性化に資するものか。 5 点 

F 
地域への配慮 

(15 点) 

1 地域住民との関わり方について考慮されたものか。 8 点 

2 
長年地域に根ざした施設として活用されてきた趣旨を踏

まえたものか。 
7 点 

G 財政負担の軽減

への効果 

(15＋5 点) 

1 
賃料収入や維持管理費の削減により、本市の財政負担の軽

減に繋がるものか。 
20 点 

合計 100 点 

※総合評価点が最も高い者が２以上あるときは、貸付希望価格の高い方を最優秀提案者に決定する。 

配点基準 付与点 （例）配分 10 点の場合 

優れている 配分点×1.0 10×1.0＝10 点 

標準 配分点×0.7 10×0.7＝7 点 

劣っている 配分点×0.4 10×0.4＝4 点 



5．審査結果 

 審査委員会にて、申請のあった 1団体を対象に一次審査の意見書を参考に二次審査（書面

審査）を実施した。 

 その結果、下記のように審査委員会としての提案の交渉権者の第 1順位者を選定した。 

順位 申請者名 第 1順位者の得点 

第 1順位者 株式会社ウィット 81点／100点 

  ※得点は第 1順位者のみ公表。 

 

（総評及び選定理由） 

・公募により申請のあった１団体について審査基準に基づいて採点した結果、株式会社ウィ

ットが、基準点（満点の 6 割）を満たし且つ最も高く得点した。 

・審査にあたっては、広告主の獲得方法や独自の収益手法の提案、職員労務に係る経済的な

負荷と提案された収益に重点を置きながら実現性の可能性を総合的に評価した。 

・第 1 順位者の提案は、裾野市の広告事業に参入しており、そのノウハウを活かした提案で

あった。また、提案においては職員の負担は完全に低減されるものではないが時間単価か

ら算定される費用負担と収益を比較したところ採算性は確保されると考えられるもので

あった。 

 


